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周南市環境館は、循環型社会の実現を目指すため、ごみの減量化・資源化に関する情報発信や体験学習の場を提供しています。各種イ

ベントや講座、施設見学を通じて、３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）を意識したライフスタイルを目指しています。
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３Rを意識したライフスタイル推進のための情報紙

ー環境館の活用方法紹介ー
　今月も「『かんきょう館』だより」を手に取っていただきありがとうございます。今年度も、毎月15日に発行

していきますので、よろしくお願いいたします。　ところで、みなさんは、この「『かんきょう館』だより」を発行

している「周南市環境館」をご存じですか？　周南市環境館は、開館して１６年目となります。今回は、「周南

市環境館」を紹介します！！

Q.どこにあるの？

A．市内中心部から県

道172号線（通称、産

業道路）を防府方面に

向かって行き、周南大

橋を渡ったところにあ

るリサイクルプラザペ

ガサスの1階にありま

す（裏面地図参照）。

家庭から回収された資源ごみの

処理過程が見学できます。

夏休みには、バック　　　　　　

ヤードの見学も計画中。れ

体験する見る・知る・学ぶ

　３Rに関する講座を実施。座学だけでなく、体験型の講座もあります。

　コンポスト講座や食品ロス削減のための講座などを開催予定。

使わなくなったものを再利用し

て新しいものを作り出すリメイ

ク教室を開催しています。

　研修室や会議室の貸し出しを行っています。

ごみ減量やリサイクルについて楽

しく学ぶことができる体験型イベ

ント、エコフェスタを実施。

活用方法１
活用方法２

　毎月、「かんきょう館」だより

で情報発信。

希望者に無料譲渡するための

絵本、子ども服、おもちゃの寄

付を受け付けています。

３Rの実践

活用方法３

小型家電やインクカートリッジ、

ペットボトルキャップの回収

ボックスを設置しています。

（土日祝日利用可）

無料リユースコーナーの常設と、

リユースイベントの開催（裏面参

照）。

借りる

活用方法４



 周南市環境館
周南市臨海町５番地　リサイクルプラザペガサス１階

Tel：0834-61-0302　　Fax：0834-62-0720

　 e‐mail：recycle@city.shunan.lg.jp

開館時間　9：00～17：00

休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）、

１２月２８日～翌年１月４日

※見学、貸館などのお申し込みは、上記までお電話ください。

「新わらしべの会」によるリユース自転車の販売は、原則毎週水曜日9：30～15：00です
 

 

一般来館者 ：　  224  人

施 設 見 学 ：　　　13　人

　　　 　内訳 ：　企業（１） 個人（１）

　　　　　　　　    　　           ※（　）内は団体数

イ ベ ン ト  ：　   3６５　人

貸        館 ：　０ 団体　　

環境館の利用状況（2月）環境館からのお知らせ

　環境館では、譲渡会に出品するための子ども服、

絵本、おもちゃの寄付を通年で受け付けています

が、今年度より子ども服のサイズを160㎝までに

拡大します。

詳しくは環境館のホームページをご確認ください。

ご協力をよろしくお願いいたします。　

　リユース（Reuse）は、「再利用」を意味する言葉で、自分が使わなくなったものを誰かに使っても

らうことで、ものがむだにならず、大切につながっていく地球にやさしいエコな取り組みのことです。

ここでは、環境館で計画している２０２６年度のリユースイベントを紹介します。

３Rの
実践 資源が地域で循環する仕組みを作る

環境館のリユースイベントの紹介

定例譲渡会

・子ども服・絵本の譲渡会　（春・秋）

・おもちゃの譲渡会　（１２月）

同時開催（８月）

・楽器の譲渡会　

・大人のための絵本の譲渡会

エコフェスタでも、譲渡会を

実施予定　

常設

環境館無料リユースコーナー

雑貨、絵本・児童書に加えて、子ども服の無料リユース

コーナーを常設しています。

　家庭ごみ搬入受付センターに持ち込まれたもの・粗大

ごみで回収されたもののうち使用可能なものを希望

者に抽選で譲渡します。

２０２６年度

企画譲渡会

リユース品抽選会（６月・２月）

各イベントの詳細な日程・

内容等は決まりましたら、

広報しゅうなん、および市

ホームページ等でご案内ま

す。


